
  

 

 

 2023 年 4 月 1 日  

「全国国立大学附属病院における CT 撮影線量調査」に関する臨床研究を実施しています。 

 信州大学医学部倫理委員会の審査による医学部長の承認を得て実施しています。 

この研究は、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の規定により、研究内容の

情報を公開することが必要とされています。 

 

倫理審査承認番号 5702 

研究課題名 全国国立大学附属病院における CT 撮影線量調査 

所属(診療科等) 放射線部 

研究責任者(職名) 木藤 善浩（診療放射線技師） 

研究実施期間 2023 年 4 月 1 日～2028 年 3 月 31 日 

研究の意義、目的 
CT 検査における医療被ばくの実態調査を明確にすることで、国民の医

療被ばく線量の最適化に貢献すると考えられます 

対象となる方 
2017 年〜2026 年の 10 年間、毎年 11 月第 3 週の診療時間内（夜間・休

日を除く）に CT 検査を受けられた方 

利用する診療記録 年齢、性別、身体所見、撮影部位、線量 

他機関への試料・情

報の提供方法 
電子的配信により提供します 

研究方法 
過去の診療記録より上記の内容を収集し、全国の施設の診療記録と合

わせて実態を抽出します 

共同研究機関名 

北海道大学病院 責任者： 孫田 惠一 
旭川医科大学病院 責任者： 佐藤 順一 
弘前大学医学部附属病院 責任者： 成田 将崇 
東北大学病院 責任者： 坂本 博 
秋田大学医学部附属病院 責任者： 照井 正信 
山形大学医学部附属病院 責任者： 鈴木 幸司 
筑波大学附属病院 責任者： 平野 雄二 
千葉大学医学部附属病院 責任者： 桝田 喜正 
東京大学医学部附属病院 責任者： 岩永 英幸 
東京大学医科学研究所附属病院 責任者： 井野 賢司 
東京医科歯科大医学部附属病院 責任者： 大谷 慎一 
新潟大学医歯学総合病院 責任者： 金沢 勉 
山梨大学医学部附属病院 責任者： 相川 良人 

信州大学医学部附属病院に 
通院中または過去に通院・入院された患者様またはご家族の方へ 

当科における臨床研究にご協力をお願いいたします。 



  

 

信州大学医学部附属病院 責任者： 木藤 善浩 
富山大学附属病院 責任者： 森 光一 
金沢大学附属病院 責任者： 松浦 幸広 
福井大学医学部附属病院 責任者： 木戸屋 栄次 
岐阜大学医学部附属病院 責任者： 井上 康弘 
浜松医科大学医学部附属病院 責任者： 神谷 正輝 
名古屋大学医学部附属病院 責任者： 阿部 真治 
三重大学医学部附属病院 責任者： 山田 剛 
滋賀医科大学医学部附属病院 責任者： 木田 哲生 
京都大学医学部附属病院 責任者： 小泉 幸司 
大阪大学医学部附属病院 責任者： 藤埜 浩一 
神戸大学医学部附属病院 責任者： 日下 亜起子 
鳥取大学医学部附属病院 責任者： 山下 栄二郎 
島根大学医学部附属病院 責任者： 宮原 善徳 
岡山大学病院 責任者： 本田 貢 
広島大学病院 責任者： 木口 雅夫 
山口大学医学部附属病院 責任者： 小池 正紘 
徳島大学病院 責任者： 天野 雅史 
香川大学医学部附属病院 責任者： 門田 敏秀 
愛媛大学医学部附属病院 責任者： 大元 謙二 
高知大学医学部附属病院 責任者： 見田 秀次 
九州大学病院 責任者： 加藤 豊幸 
佐賀大学医学部附属病院 責任者： 北村 茂利 
長崎大学病院 責任者： 福田 徹 
熊本大学医学部附属病院 責任者： 羽手村 昌宏 
大分大学医学部附属病院 責任者： 吉田 幸人 
宮崎大学医学部附属病院 責任者： 小味 昌憲 
鹿児島大学病院 責任者： 西郷 康正 
琉球大学医学部附属病院 責任者： 青山 信和 

 

研究代表者 
主任施設の名称：群馬大学医学部附属病院 

研究責任者：対馬 義人 

問い合わせ先 
木藤 善浩（信州大学医学部附属病院 放射線部・診療放射線技師） 

電話：0263-37-2812 

 

診療記録（カルテ情報）、検査結果を研究、調査、集計しますので、新たな診察や検査、

検体の採取の必要はありません。 

利用する情報からは、患者様を直接特定できる個人情報を削除し、主任施設である群

馬大学医学部附属病院に提供します。研究成果は今後の医学の発展に役立つように学

会や学術雑誌などで発表しますが、その際も患者様を特定できる個人情報は利用しま

せん。 

 

 

 



  

 

この研究にご自分の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合、またご不明な

点については、上記問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします。 

研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありません。ただし、

同意取り消しの申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文などで公表されていた場

合や、試料や情報が匿名化されて個人が全く特定できない場合などには、結果を廃棄でき

ないこともあり、引き続き使わせていただくことがあります。 


